
① 歩行型収穫機の連続収穫を可能にする２方式のアタッチメントがすでに市販されている。 

② 収穫期予測手法については主要産地にて試行的に播種計画の策定に活用されている。 

 

 

【普及目標】 

① 2017年は、技術講習会、機械収穫体系マニュアル公開などにより機械収穫体系を推進する。 

② 2018年は、機械収穫体系の生産者での導入を目指す。 

③ 3～5年後には、１５ｈａの機械収穫体系普及を目指す 

④ 将来的には、中小規模生産者も機械収穫体系への移行し、生産拡大･低コスト化が実現 
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中小規模の加工用ホウレンソウ生産では人力による収穫作業が行われ、労働力不足、労働費上昇が問題と

なっている。解決のためには収穫作業の機械化が課題となっている。本研究では中小規模生産に対応した

機械収穫体系を確立することで、収穫機械導入を促進し、加工用ホウレンソウ生産の省力・低コスト化を図る。

さらに、機械収穫に伴う異物混入リスクの低減に向けた生産者と加工実需者が一体となった対策技術や収

穫機械を有効に利用できるように生産・出荷量の平準化を図る安定生産技術の開発を行う。 

① 主要品種について生育と積算気温の関係を明らかにした。これにより、平年気温を利用した出荷量の平

準化を図る播種計画の策定ができ、生育状況により修正することで収穫作業計画や加工場の操業計画

にも利用することができる。 

② 多回刈り再生栽培技術により12月収穫の作型において、機械収穫後の刈り株から2月には再収穫がで

きる。 2番草の収量は12月収穫の１番草に対し50％以上であった。 

③ 圃場での雑草混入防止対策は密植栽培と機械除草と併用し、高刈りすることが有効であった。以上によ

り機械収穫物へ混入する雑草量は1/20に減少した。 

④ 中小規模の生産に対応し、歩行型収穫機が連続使用できる2種類の機械収穫体系を開発した。一つ目

はプラスチックコンテナ（40Ｌ）を利用した収穫を行う小型コンテナ体系、二つ目はベルトコンベアユニット

を利用し、メッシュコンテナ（880Ｌ）に収穫を行う大型コンテナ体系である。人力収穫作業体系と比べ、10a

当たり収穫作業時間が小型コンテナ体系では1/5、大型コンテナ体系では1/10になる。 

⑤ 異物混入の増大が懸念される機械収穫物に対して、大型の雑草等の異物をネットコンベヤー上での目

視、小型の異物については回転ブラシ式除去装置による除去を行う機械収穫物受入工程を開発した。

主に回転ブラシ式除去装置の効果により加工場内に持ち込まれる小型異物数が半減した。 

〔研究グループ〕 
農研機構九州沖縄農業研究センター、宮崎県総合農業
試験場畑作園芸支場、熊本県農業研究センター球磨農
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〔研究総括者〕 
農研機構 九州沖縄農業研究センター 石井 孝典 

収穫機導入が困難であった中小規模生産者に小型収穫機を中核とした体系技術を提供することで、中小生

産者主体となる産地でも省力低コスト化により維持拡大を図ることができる。結果、国民・消費者が求める安

全・安心な冷凍加工用ホウレンソウの持続的な安定供給に貢献できる。 

全国 

１ 研究の背景・目的・成果 

２ 研究の内容・主要な成果 

３ 開発した技術･成果の実用化・普及の実績及び取り組み状況 

４ 開発した技術・成果が普及することによる国民生活への貢献 

キーワード： ホウレンソウ、加工･業務用、機械収穫、異物低減、安定出荷  
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問い合わせ先：農研機構 九州沖縄農業研究センター 産学連携室 TEL 096-242-7682 

（26071C）加工用ホウレンソウの多収抑草技術の開発による機械収穫生産体系の確立 

研究の成果 

具体的な成果の内容 

今後の展開方向及び国民生活への貢献 

人力収穫 機械収穫 

表 ホウレンソウ
収穫体系の比較 
 

収穫体系 人員 
(人) 

作業時間 
（人･h/10a） 

人力 12 85.6 

小型コンテナ 4 14.5 

大型コンテナ 3 6.8 

小型コンテナ体系 大型コンテナ体系 

歩行型収穫機械による収穫体系確立 

４０Lプラスチックコンテナ利用 ８８０Lメッシュコンテナ利用 

圃場での防草による 
  異物混入低減 

大幅な労力
削減 

図 密植栽培、機械除草および刈高
の収穫物雑草混入への影響 

密植栽培、機械除草
併用と高刈りで雑草
混入量低減 

出荷量安定のための播種計画策定 
積算温度と草丈の関係式 
      Y=ax+b 

気温 
平年値 

収穫
時期 

原料不足となる 
 厳冬期の安定・増収 

2月再収穫 12月収穫の刈
り株から再生 

機械収穫後の刈り
株を利用した刈り取
り再生栽培 

実需での 
  異物混入低減 

回転ブラシ式異物除
去装置を中核とした
機械収穫物受入工程 

機械収穫物受入工程 

栽
培
計
画 

栽
培
管
理 
収
穫
作
業 

原料加工 

栽培管理 

機械収穫で省力低コスト 

中小規模
生産でも 

① 機械収穫にともなう雑草など異物混入を低
減。 

② 厳冬期の原料不足や春期の原料供給過剰
を防ぐ、栽培計画法や栽培技術の開発 

③ 歩行型収穫機による収穫体系の開発。 

収穫機械体系普
及による省力低
コスト生産 

国内加工ホウ
レンソウ生産
維持・拡大 

国産加工原
料供給拡大･
安定化 

加工工場の安
定稼働、国内生
産の増加 

消費者への安心
・安全な国産製
品の安定供給 
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